
1 月援農時間 1,254 時間（昨年同月 1,012 時間、242 時間増）、 

受入農家 15 軒（昨年同月 14 軒）、参加会員 47 人（昨年同月 39 人） 

農閑期に入り、昨年 12 月と比べ援農時間も受入農家数も減りましたが、昨年 1 月と比

べると増加しています。新たに農家 1 軒、一般会員 2 名の入会がありました。新しい農

家会員（安留幹雄さん）は定年後から自然薯栽培に取り組まれ、販売先に見通しがついた 

      とのことです。千葉県での「鳥インフルエンザ」の発生が大きなニュース 

になっています。すずしろ 22 にも養鶏農家さんがあり、多数の会員の方 

が作業に携わっています。近隣の養鶏場での鳥インフルの感染は発生して 

いませんが、農家さんのご指示に従って作業を行い、特に消毒等の衛生対 

応については、ご注意を頂くようよろしくお願い致します。 

                    （援農サポータ 北尾） 

 

 

「大地と 心と 地域を 耕す」 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

すずしろは大根 それは大地の豊な恵の象徴 22 世紀につなげる農のあり方を 共に考える会 

 

すずしろ 22 2021 2 月報 

援農状況 

NPO 法人すずしろ 22 
発行責任者 清水 義秋 

080-3347-6491 

野草あれこれ ノゲシ（野芥子）   キク科ノゲシ属 

日本各地の道端や畑に自生する。ヨーロッパ原産と言 

われる。アキノノゲシと区別して、春に開花することからハルノノゲシと 

も言う。越年草。冬はトゲトゲのロゼット葉を広げているが、 

柔らかく触っても痛くない。よく似たオニノゲシは触るとチ 

クチク痛い。たんぽぽに似た花をつけて大株になる。苦いが 

食べられる。 

          

 

 

理事会報告 

通常総会報告             

 

         2021 年度(令和 3 年度)通常総会を 2/25(木)10 時～12 時、高尾

梅の郷まちの広場管理棟で行いました。コロナ感染拡大予防のた 

め、可能な限り書面表決での参加をお願いし、出席者 12 名と少人数での開催でした。 

総会員数 128 名、うち正会員は 120 名。出席 12 名に委任状と書面議決書の 74 名を

加え、計 86 名となり、過半数を超えたため、総会は成立しました。質問や意見はあらか

じめ提出いただきました。後日、質問や意見と理事会からの回答を全会員にご報告させて

いただきます。 

第 1 号議案 2020 年度活動報告（援農実績 19,143 時間 他） 

第 2 号議案 2020 年度決算報告（収入 1,841,245 円、支出 2,119753 円） 

第 3 号議案 監査報告 

第 4 号議案 2020 年度活動計画案（援農時間 19,000 時間目標。 

第 6 番目の市民農園開設。農作業イベントや料理教室の開催） 

第 5 号議案 2021 年度予算案（収入 1,865,020 円、支出 2,285,220 円） 

第６号議案 役員の選任 

任期満了につき 全員退任 

      役員候補 理事 清水義秋  青山 登   北尾力   小西慶久   

佐藤瑞恵  飛田恵美子  中西忠一  畠山信雄   

若林裕子 

             監事 川村美恵子 鳴海有理  

議案は、すべて承認（可決）されました。 

 

        2/25(木)総会終了後、同会場で新理事・新監事 10 名 

が出席し、理事会を行いました。まず、清水義秋が理事 

長に選任されました(再任)。続いて、市が運営していた『市民農園久保山』 

の跡地を、すずしろ２２の農園とすることを決定しました。 

久保山農園について、引き継ぐかどうか討議し、引き継ぐこととしました。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  
 

 

 

2 月下旬から 3 月 

             3 月に入れば、小松菜、ホウレン草、水菜、いろいろタネを

蒔けます。大根は寒い内にタネを蒔くと花が咲くので、3 月半ば過ぎにトンネルをして蒔

くのが良いでしょう。カボチャは、早めに（3 月中）タネを蒔くとウドンコ病が出ないう

ちに（7 月中に）収穫できます。ジャガイモは 3 月半ばまでに植えます。4 月に入って

からでは、小さいジャガイモになります。里芋は 3～4 月に植えま 

す。ネギは 3 月に蒔いても夏に蒔いても、大丈夫です。ネギと言え 

ば、株ネギやボウズシラズネギは、年中植えっぱなしにしておける 

ので、便利です。     （中西忠一さんからの聞き取り：飛田） 

家庭菜園アドバイス             

 

中学校の給食センターが稼働 

  

         小比企町     中西 真一 

令和 2 年より、温かい給食を中学生に提供する為八

王子の市内 5 か所に給食センターを順次開設することになりました。昨年は元八王子と南

大沢の 2 か所の給食センターが稼働し、中学校 11 校に給食をとどけています。給食セン

ターのできる前は、お弁当持参か 1 週間前に注文するデリバリーランチでした。 

給食センターでは地元の食材も積極的に使っていただき、野菜は JA 八王子が集め、配

達は、よつば給食㈱が行っています。現在市内 42 軒の農家が、大根、キャベツや白菜な

ど約 10 品目の野菜を提供しています。出来るだけ多くの食材を届けられれば良いのです

が、始めて１年目なので農家どうしの連携も調整役の農協もスムーズに進まず、野菜がダ 

 ブってしまったり続かずに切れてしまったりと、まだまだ問題が有り 

ますが、少しずつ改善されると思います。今年の秋にはもう 1 か所の 

給食センターが稼働を始めます。中学生は小学生以上に食べる量が多 

いので、今後ますます計画的な作付けを農家も考えなければなりませ 

ん。農家も高齢化していきますが、すずしろさんの力を借りながら 

八王子市の地産地消に貢献できたらと思います。 

常盤農園、野嶋農園で竹の子掘りを行います。 

掘った竹の子は、1㎏350円で買い取りとなります。 

参加費：会員は無料、非会員の方は保険代として1人100円、中学生以下は50円 

持ち物：つるはしやスコップ、竹の子を入れる袋、飲み物、汚れてもいい服装 

1．常盤農園（寺田町、大恩寺向かい）  

日にち：4/17(土)、18(日)、24(土)、25(日)、29(木)、 

5/1(土)、2(日)、3(月)、5(水) 

時間 ：８時～10時、10時～12時（どちらかの時間帯で申込受け付けます） 

問合せ・申込：小西（konishi@rice.ocn.ne.jp、090-5525-0205） 

         合津（highz_85@cosmos.ocn.ne.jp、080-1351-4860） 

2．野嶋農園（中野山王）  

日時：4/14(水)、4/21(水)、4/28(水)の9時～12時 

問合せ・申込：飛田（emiko_tobita@ybb.ne.jp、070-4449-2641） 

★：竹の子の良く出る年とあまり出ない年がありますが、今の時点では予測不可能です。

お申込頂いた方には出の悪い場合、お知らせしますが、あらかじめご了承ください。 

竹の子掘りのお誘い 

         4/3(土)八王子市学園都市センター 13：00～開場 
                       八王子駅北口 2 分 八王子オクトーレ 12 階ホール（旧八王子東急スクエア） 

① 「いただきます 2 発酵の楽園」上映 13:25～14:50 

② オオタヴィン監督講演「おいしいコロナ対策」＆島村菜津さんとオオタ監督対談 

③ 「UTAUTA 歌う田縄文田んぼの四季」上映 16:10～17:00 

入場料 ：前売り 1800 円 当日 2000 円 高校生以下 前売り・当日 500 円 

主催  ：まほろば応援団@多摩、てんぐシネマ倶楽部 

問合せ ：yuezi60@gmail.com 

映画上映会 


